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～民生児童委員・主任児童委員の皆様、 
チーム若鷹運営委員の皆様と生徒・職員が懇談～ 

 
 今年度、高綱中学校グランドデザインの指導の重点の一つに『地域の皆さんと語
る機会を大切にします。～高綱中生と語る会や地域貢献･交流活動を行う～』をすえ
ています。それを受け、５月２２日に「高綱中生と語る会」が行われました。大勢
の各地区の民生児童委員や主任児童委員の皆様と、今年度からコミュニティスクー
ル運営委員（チーム若鷹運営委員）の皆様にもご来校いただき、生徒･職員と地区毎
のグループで懇談の時間を持ちました。限られた時間の中でしたが、地域での防災･
地域貢献･交流活動･学校生活といった話題で地域の方の声が生徒に、生徒の声が地
域の方に、お互いの顔を見ながら少しでも伝わったのではないでしょうか。参加し
ていただいた皆様、ありがとうございました。  
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【民生児童委員・運営委員の方の感想】 

○こういう機会は大切なので、年に複数回

やってもらいたい。  

○地域貢献・交流で民生児童委員として何

ができるか話し合いを持ちたい。  

○地域貢献・交流活動は、中学生と大人が

合同で行うことが大切だと思った。  

○生徒さんの話から、明るく楽しく学校生

活を送っている雰囲気が伝わってきた。  

○地域の防災について、地区の子供たちに

きちんと伝える方法を考えなくてはと思

った。  

○地区生徒会として１人年１回は何か地域

貢献をするような取り決めはいかがか。  

 

【生徒の感想】  

○今までの地域との交流を残しつつ、もっ

と直接のかかわりを増やしていきたい。  

○地域の方たちが自分たちのことを大切に

思ってくれていてうれしかった。  

○ 地 域 に つ い て 中 学 生 が 考 え て い る こ と

と、地域の方が考えていることに違いが

あった。  

○地域の方が思っている中学生への要望を

知ることができた。友人にも地域の状況

を伝えていきたい。  

○ 地 区 の 行 事 に 積 極 的 に 参 加 し て く こ と

が、地域とのかかわりを深めるきっかけ

になると思う。  

○いつもの教室のはずが、一流の会社のよ

うな懇談だった。いい交流だった。  

 



 
高綱中学校では、日頃より地域の多くの皆様からさまざまな支援をうけています。

ありがとうございます。  
 ５月２２日に地域からの学校支援の核となる（＝松本版ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ）高綱中学校
区学校応援団「チーム若鷹」の本年度第１回の運営委員会が開かれました。  
 今年度の活動計画案と事業計画書（予算書）案をもとに、どのような活動や連携
ができるのか協議と意見交換が行われました。運営委員の皆様にはこの会の前に、
「高綱中生と語る会」に参加をし、生徒の皆さんの声を直接聞いていただいていた
ので、その時の感想をもとにした意見も出されました。  

 
 
協議や意見交換の主な内容は、以下の点でした。 
・生徒の中には地域ともっと交流したいという  

声もあった。交流のしやすさや、いかに中身  
のあるものにするか工夫が必要である。  

・防災だけでなく、一斉清掃や地区の行事につ  
いて、学校でも周知する必要があるのでは。  

・年１回か２回地域の行事に参加しようと取り  
組んではどうか。（部活動単位での参加も一  
つの方法か）  

   
 

短い時間でしたが、たくさんの前向きなご意見をいただき、今年度もコミュニテ
ィースクールとしての運営を学校と地域で確認し、活動を深めていく一歩となりま
した。  

 

 

５月２４日（金）にメディアリテラシー講演会
が行われました。「ネット・スマホ・ゲームと自
分はどう向き合うか」という演題で、信州大学教
職支援センター荒井英治郎先生に講演をしていだ
きました。 

スマホやゲームへの依存や犯罪・事件に巻き込
まれるケースなど社会問題にもなっていることに
関して、また、何に気を付け、自分がどう向き合
うべきかを、具体的にチェックリスト等を用いて
話してくださいました。  
 『ネット･スマホ･ゲームと自分の関わり方を考えることは、これからの自分の進
路を考えることと同じで、自分をコントロールする術を学ぶことであり、より良い
中学校生活を送るために、ストレス解消法やセルフコントロールの方法を自分なり
にいくつか持つことが大切。＝自分の人生を、自分自身でコントロールできるよう
に。Time is Life! 』というメッセージで講演会を締めくくってくださいました。  

松本版ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ・チーム若鷹運営委員会開催  

 

 

メディアリテラシー講演会  

【生徒の生活記録の記述より】  

○現代は人口減少＋高齢化社会です。配付された資料にもさまざまな統計がありました。これからの社会は私た

ちの世代が動かしていかなければならないので、将来設計をしっかり考えていきたいです。       （３年生）  

○私は自分だけのスマートフォンは持っていませんが、家族と共有しているタブレットはあるので、見始めると止ま

らないこともあり、今日の話を聞いて、睡眠にも関係していることがわかったので、しっかり時間を決めて使って

いきたいと思います。                                                  （３年生）  

○１時間目の総合でスマホ依存症の話を聞きました。僕もいくつか依存症の原因が当てはまっていたので気をつ

けたいと思いました。                                                   （２年生）  

○私まだスマホを持っていないけれど、自制心が足りないと自分でもよく思うことがあるので、今日聞いた話を、ス

マホを持って使うようになった時に思い出したいです。                               （２年生）  

○私は今とてもスマホがほしいと思っていましたが、少し戸惑ってしまうところもありました。約束を決めて今ある物

で楽しんでいきたいと思います。今日習った事はしっかり頭に入れておきたいです。             （１年生）  


